
グローバル・サービスラーニング B 実施報告 

 

経営学部は，国際化推進の一環として 2015 年度から新たにグローバル・サービスラーニン

グ（実習関連科目）を設置し，海外での社会奉仕活動を通じて自らの社会的役割について考

え，国際社会を取り巻く様々な課題を解決する為に必要な学生たちの資質・能力の向上に取り

組んでいます。 

2018 年度秋学期はフィリピン共和国のセブにて約 2 週間の実習を行いました。  

 

グローバル・サービスラーニング B では、ボランティア・プログラムをサポートする、 

CEC Japan Network（https://www.cecj.net/）のコーディネートにより実習をしています。 

 

詳しい活動内容については、公式ウェブサイトをご覧ください。 

 

セブでの詳しい活動内容 

https://www.cecj.net/mobile/cebu/index.html 

 

明治大学生の活動 

https://www.cecj.net/mobile/cebu/meiji.html#01  

 

 

＜2018 年度秋学期グローバル・サービスラーニング B＞  

実習期間：2019 年 2 月 28 日～3 月 13 日（14 日間）  

実習先：フィリピン共和国（セブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.cecj.net%2F&data=02%7C01%7Ccm996210%40cmm.meiji.ac.jp%7Cf6536d92b15d446ce74108d6e31655d8%7C0f5c64587cc8444493d2cc6e3debf4c6%7C0%7C0%7C636946082401196934&sdata=W%2F0dlY0wA9TOrbdW59VlZUz3xFixKj%2FC7GjEQ3ALJ%2Bw%3D&reserved=0
https://www.cecj.net/mobile/cebu/index.html
https://www.cecj.net/mobile/cebu/meiji.html#01


 

プログラムのスケジュール 

２月 28 日 成田空港に集合  

セブに到着 

３月１日 サントニーニョ教会周辺を観光  

フィーディング 

３月 2 日 マザーテレサ孤児院  

カレッタ墓地でインタビュー 

３月 3 日 ツアーに参加(海・ビーチ・ココナツジュース等を楽しむ) 

３月 4 日 マザーテレサフィーディング（山村地帯） 

３月 5 日 ドライマンゴー工場見学・ごみ山見学  

チャペルアクティビティ 

３月 6 日 マザーテレサ孤児院 

カレッタ墓地、ペインティング活動 

３月 7 日 フィーディングセンター 

３月 8 日 高校で和菓子作りのサポート 

フィーディング 

３月 9 日 チャペルアクティビティ（山村地帯） 

３月 10 日 ショッピング・スパ体験 

３月 11 日 マザーテレサ孤児院 

フィーディング 

３月 12 日 カレッタ墓地ペインティング 

チャペルアクティビティ（山村地帯） 

３月 13 日 ホテルを出発し、空港へ  

帰国 

 

～ 主なアクティビティ（抜粋） ～ 

 孤児院での昼食作りの手伝い、赤ちゃんの子守り 

 アクティビティの企画・準備 

 子供たちと遊ぶ（折り紙、じゃんけん列車など） 

 子どもたちに日本語や算数を教える 

 カレッタ墓地での住民へのインタビュー、集会施設のペンキ塗り 

 

 



 

以下，実習参加者の感想を一部ご紹介します。 

 

 プログラム参加の動機 

 時間のある春休みに、海外に行きたいと思っていたときに、このプログラムを見つけまし

た。このプログラムを通して、セブに行くことで、知っているけど実際に目で見たことはな

い貧困や、スラムなどの現状を肌で感じることができると思ったので、参加しました。また、

そこに住む人、子供たちに会って話をしてみたいと思い、現地に行ってみたいと思いまし

た。 

 

 この活動を通して学んだこと・今後取り組んでみたいこと 

 セブで出会った子どもたちの素敵な笑顔が忘れられず、今後も個人でボランティア活動に

参加したいと思いました。 

 お金になるゴミを集めて生計を立てるスカベンジャーという人々がいることを初めて知り

ました。今までは日本にある職業しか知らなかったが、世界の様々な職業、特に裕福な国と

貧しい国で比較したりして、どのように生活しているのか調べていきたいと思いました。ま

た、人々の感じる裕福とは何なのか、生活のレベルでどう変化するのか、という点について

も、調査していこうと思いました。 

 

 プログラムを通しての感想 

 このプログラムに参加して良かったと心の底から思いました。日本では体験・経験できない

ことが出来、また、たくさんの人との出会いもあり、私にとってプラスになる事ばかりでし

た。初めてのボランティアで不安もありましたが、現地に着くとそんな不安はすぐに消えま

した。またボランティアでセブに行こうと思います。（一部省略） 

 生まれたときから大人になるまで、ひとつの環境しか知らない子どもが多く、彼らの属すコ

ミュニティの狭さに衝撃を受けました。しかし、彼らはとても元気で、目を輝かせて生きて

いました。裕福な日本人は貧困＝幸せではないという固定観念を持っており、自分もそのひ

とりだったが、今回の経験を通し、「幸せ」にはいろいろな意味・形があるのだと知りまし

た。 

 グローバル・サービスラーニングの説明会や、今までの写真を見聞きしてから、現地に行き

ましたが、それらはほんの一部で、実際に見たもの・感じたものは、本当に大きなものでし

た。この２週間の活動で、普段日本で生活していたら見られない景色、会えなかった人に出

会うことが出来ました。少しでも、興味のある人は、参加してみて欲しいです。 

 最も印象的だったのは、子供たちの元気さと笑顔です。チャペルアクティビティとフィーデ

ィング先の子供たちは、本当に元気に遊んでいて、私たちも、元気をもらいました。厳しい

環境の中で、力強く生活しているのだと思いました。 



 

 今回初めて海外に行き、とても貴重な経験をすることができました。日本で普通だと思って

いたことが、逆にセブでは普通ではないこと、渡航中も、帰国後も驚きでいっぱいです。毎

日勉強できること、アルバイトできること、家族と一緒にいられること・・・あたり前だと

思っていた幸せは、セブの人々にとっての格別な幸せでした。自分は今後その幸せをかみし

めなければならないこと、この体験をまわりの人々に積極的に話していこうと考えていま

す。 

 

参考：CEC Japan Network   


